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第 3 章では， 1MWシステムの発電特性の実測結果とその 1 日の時刻ならびに季節変化状況の分析を
おこない，日射量と出力との相関，太陽光発電量システムの動作電圧と出力との相関など諸特性の把握
をおこなうとともに問題点・改善事項について論述している。




































ついで， 1MW光発電システムを昭和60年度から62年度までの 3 年間にわたって，既設電力系統との
連係運転を行った運転実，験についても，出力，電圧変動，高調波の影響，電圧歪率などの各種パラメー
タについて詳細な解析を行った。その結果，日射量と太陽電池アレイ出力ならび、にパネル温度特性，四
季の変化と出力特性との関連，ダストとパネル洗浄効果ならびにその経済性の検討など，電力システム
としての運用上貴重なデータを揃えるとともに，定電圧制御法をめぐる問題点とその解決策を明らかに
し fこO
さらに，システムの経済運転とその最適制御法について，詳細な検討を行っている。すなわち太陽光
発電システムの各種の損失について，まずこれを分類し，さらにその定量的評価技術について実験し，
あらゆる日射量と負荷の条件に対応できる最大発電可能出力の推定法とその制御法式を知る技術を確立
した。また，太陽電池パネル出力の経年変化，不良モジュールの発見とその診断法，地絡，短絡保護に
ついて新しい提案を行い太陽光発電システムが電力用として安定に稼働するための幾つかの新技術を
提案した。
本研究の成果は，クリーンエネルギ一発電として期待されている太陽光発電システム実用化に先駆的
な貢献をするものであり，本研究は工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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